
令和５年度 新潟市空き家活用推進事業
市が進める施策における空き家の有効活用等を促進することを目的として、
空き家の利活用を行う者に対し、その費用の一部を補助するものです

目 的

空き家や除却後の跡地が、地域の課題解決や活性化に向けた地域活動
の拠点として、有効に活用される

補助事業の要件
空き家を活用するために対象リフォーム工事を行うこと
空き家の跡地を活用するために対象解体工事を行うこと※

※跡地の活用について、跡地の所有者の同意が得られていること
（申請者以外に当該跡地の所有者がいる場合に限る）

＜対象外となるもの＞
・本市若しくは他の公共団体又はこれらが出捐若しくは出資する団体が行う補助金等の財政的
支援を受けている又は受ける予定のもの
・事業内容が、政治、宗教又は選挙活動を目的とするもの
・事業内容が、公序良俗に反するなど適当でないと認められるもの
・事業により生じた利益、残余財産等を構成員に分配するもの
・事業の対象となる空き家の権利関係が不明確であるもの

＜申請の流れ＞

新潟市建築部住環境政策課 住環境整備室
住所：〒951-8554 新潟市中央区古町通7-1010 古町ルフル6F
電話：025-226-2813（直通） FAX：025-229-5190 Email：jukankyo@city.niigata.lg.jp
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補助金交付申請に必要な書類
□ 補助金交付申請書 （要領別記様式第１号）
□ 対象リフォーム工事に係る工事見積書（請負契約書）の内訳証明書（要領別記様式第１号の

２）
□ 耐震改修計画書（要領別記様式第１号の３）、耐震改修に係る図面及び計算書（耐震改修を

行う場合に限る。）
□ 補助対象要件に関する確認書（要領別記様式第１号の４）
□ 当該空き家の全景写真（申請日前２週間以内に撮影されたものに限る。）
□ 対象リフォーム工事を行う場所の現況を示す写真（申請日前２週間以内に撮影されたものに

限る。【リフォーム工事が補助対象の場合】）
□ 対象解体工事を行う場所の現況を示す写真（申請日前２週間以内に撮影されたものに

限る。【解体工事が補助対象の場合】）
□ 新潟市制度用の納税証明書 ※自治会・町内会、地域コミュニティ協議会等は除く

□ その他市⻑が必要と認めるもの
＜法人が申請する場合＞
□ 暴力団等の排除に関する誓約書兼同意書（要領別記様式第３号）
□ 法人の登記事項証明書

実績報告に必要な書類
□ 実績報告書（要領別記様式第２号）
□ 補助事業に係る工事請負契約書の写し
□ 補助対象経費の支払いが確認できる書類（領収書の写し、銀行の振込明細書の写し、通帳

の写し、その他これらに類するもの）
□ 対象リフォーム工事が行われた状況が確認できる写真（リフォーム工事が補助対象の場合）
□ 対象解体工事が行われた状況が確認できる写真（解体工事が補助対象の場合）
□ 外構工事が行われた状況が確認できる写真（外構工事が補助対象の場合）
□ 申請書類から変更した内容が確認できる書類（軽微な変更があった場合に限る。）
□ 耐震改修工事証明書（要領別記様式第２号の２）及び耐震改修工事の工事写真（耐震改修を

行った場合に限る。）
□ 建築基準法第６条第４項に規定する確認済証の写し（対象リフォーム工事の実施にあたり、

同条第１項に規定する確認の手続きが必要な場合に限る。）
□ その他市⻑が必要と認めるもの

令和５年（2023）4月19日（水）から先着順で申請受付

or

地域活動活用タイプ

補助率 １／３ 補助上限額
活用 １００万円

耐震補強する場合
２００万円

跡地活用 ５０万円 ※床面積による
上限あり

mailto:jukankyo@city.niigata.lg.jp


補助対象経費
空き家の対象リフォーム工事に係る経費
対象解体工事に係る経費
外構工事に係る経費（上記工事と併せて実施するもの）

＜対象外となる経費＞
・土地又は建物の購入に係るもの
・補助事業の目的以外の目的でのみ使用する部分に係るもの
・消費税及び地方消費税相当額
・その他補助の対象として市⻑が不適当と認めるもの
＜対象外となる経費（リフォーム工事）＞
・家具（カーテン及びブラインドを含み、造り付けのものを除く）、電化製品（エアコンを含
む）、暖房器具及び照明器具等の備品に係るもの

・電信、電話及び通信等設備に係るもの（建物内の工事に係るものを除く）
・下水道接続及び浄化槽設置並びに雨水浸透ます及び雨水タンクの設置に係るもの
・太陽光発電システム及びペレットストーブの設置に係るもの
・ハウスクリーニング、排水管清掃、シロアリ駆除、設計、工事監理及び申請手数料など
＜対象外となる経費（解体工事）＞
・家具、電化製品、暖房器具及び照明器具等の備品の処分に係るもの
・建物の解体、撤去、処分及び併せて実施する外構工事以外の工事に係るもの

申請者の要件

１ 協議会・・・・・新潟市区自治協議会条例第２条第２項第１号に規定する地域コミュニティ
協議会

２ 自治会・・・・・新潟市自治会等事務委託要綱第２条に規定する自治会等
３ その他の団体・・主として市内で活動を行う営利を目的としない団体
４ 所有者・・・・・補助事業を行う空き家の所有者（個人に限る）

＜その他の団体の要件＞
１ 市内に主たる活動拠点を有する団体で、市内に在住、在勤又は在学する者５名以上の構成員

を有すること
２ 事業の実施から実績報告まで遅滞なく履行できること
３ 宗教の教義を広め、儀式行事を行い、及び信者を教化育成することを主たる目的とする団体

でないこと
４ 政治上の主義を推進し、支持し、又はこれに反対することを主たる目的とする団体でないこ

と
５ 特定の公職（公職選挙法（昭和２５年法律第１００号）第３条に規定する公職をいう）の候

補者（当該候補者になろうとする者を含む）若しくは公職にある者又は政党を推薦し、支持
し、又はこれらに反対することを目的とする団体でないこと

６ 暴力団（新潟市暴力団排除条例(平成２４年新潟市条例第６１号)第２条第２号に規定する暴
力団をいう。以下同じ。）、暴力団員（同条第３号に規定する暴力団員をいう。以下同
じ。）又は暴力団若しくは暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有するものでないこと

７ 市税を完納していること

跡地活用（解体費）
の補助金額の計算

①、②のうち小さい額（上限５０万円）
① ２７，０００円×空き家の延べ床面積×１／３
② 解体工事の見積り金額×１／３

空き家※
の要件

※申請前3か月以上
の間そのすべて
が常態として居
住・使用されて
いない

※建設から1年以上
経過し、居住・
使用されたこと
がある

活用
・⻑屋又は共同住宅でないこと
・登記の全部事項証明書（建物）又は登記情報サービスによる登記
情報により空き家の所在が確認できるものであること

跡地活用
・登記の全部事項証明書（建物）、登記情報サービスによる登記情
報、固定資産税明細書又は固定資産課税台帳（名寄帳）により空
き家の所在が確認できるものであること

事業計画書に必要な書類

□ 事業計画書（要綱別記様式第１号）
□ 事業計画の概要（要領別記様式Ａ）
□ 当該空き家（建物・土地）の所有者連絡先（要領別記様式Ｂ）
□ 活用内容及び工事の概要が分かる書類（任意様式）
＜活用＞
□ 当該空き家の登記の全部事項証明書（建物）又は登記情報サービスによる証明書
＜跡地活用＞
□ 当該空き家の登記の全部事項証明書（建物）、登記情報サービスによる登記情報、

固定資産税明細書又は固定資産課税台帳（名寄帳）の写し（いづれか１つ）

対象リフォーム工事
・解体工事の要件

１．地域活動の拠点として活用するために必要な改修や解体である
こと

２．補助対象経費の合計が１０万円以上であること
３．市内に本社、本店、支店若しくは営業所を有する法人（工事見

積書の内訳証明書及び契約書において市内の住所が確認できる
ものに限る。）又は市内に住所を有する個人事業主に発注する
ものであること
※ 法人の場合は、対象工事は自社によるものでないこと


